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　　 　　　　　 脊 髄 損 傷 者 の 損 傷 レ ベ ル の 違 い が 体 肢 の 血 管 拡 張 能 力 へ 及 ぼ す 影 響

　 　 　 ○ 福 嶋利 浩 （筑 波 大学 ）、三 木 由 美 了
一、津 村 明 伸 、矢部 京 之 助 （大 阪 体 育大 学 大 学 院 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 山 崎 昌 廣 （広 島 大 学 大 学 院 ）、中 田 英 雄 （筑 波 大 学 大 学 院 ）

　 本 研 究 は 、定期 的 に ス ポ ー
ツ を 実施 し て い る 脊 髄 損 傷 者 の 上 下 肢 の 血 管 拡 張 能力 に 及 ぼ す 損 傷 レ ベ

ル の 影 響 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。被 験 者 は 脊 髄 損 傷 者 12 名 で あ り、高 位 損 傷群 7 名 （T6

以 ヒ） 及 び 低 位 損 傷 群 5 名 （T7 以 下 ） に 分 け た 。 ま た 、運 動 習 慣 の な い 健 常 成 人 8 名 を 対 照 群 と し

た 。被 験 者 は す べ て 男 性 で あ っ た 。血 管 径 の 変 化 測 定 は 、静 脈 閉 塞 体 肢 容 積描 画 法 を 用 い て 、前 腕 部

と 下 腿 部 に お い て 行 っ た 。血 管 拡 張 能力 は 、5 分 間 の 動 脈 阻 血 後 の 反 応 性 充 血 時 の 最 高 血 流 量 と 安 静

時 の 値 に 戻 る ま で の 時 間 か ら 評価 し た 。前 腕 部 の 血 管 拡 張 能 力 に 損 傷 レ ベ ル に よ る 差 異 は み ら れ な か

っ た が 、下 腿 部 に お い て は 、高位 損 傷 群 の 最 大 血 流 量 は 低 く 、ま た 安 静 時 の 値 に 戻 る 時 間 も 延 長 す る

傾 向 が み ら れ た 。 こ の こ と よ り、血 管拡 張能 力 に は 神 経 系 が
一

部 関与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。
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　　　　　　 　　pedarX 足 圧 分布 測 定器 を 用 い た 高齢 下 肢 障害 者 の 歩 行 特 性 の 解析

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 浜 崎 　博 （京 都 薬 科 大 ）、下 村 雅 昭 （京 都 女 子 大 ）

　定期 的 に 運 動 療 法 に 参 加 し、下 肢 に 障 害 を有 す る 者 に っ い て 、pedar　X （NOVEL 社 製 ） を用 い た歩 行

の 解 析 を 行 っ た 。対 象 は 運 動 療 法 に 参 加 す る 女 性 3 名 （R 群 ）、 コ ン ト ロ
ー

ル 群 と し て 看 護 師 、女 性

3 名 （C 群 ）。PedarX を 装 着 し 、通 常 速 度 で 5 〜 7m の 平 坦 な ：＝　
p

ス を 歩 き 、そ の 結 果 を リ ア ル タ イ ム

で PC に 収 集 、専 用 ソ フ ト に よ っ て 解 析 、両 群 を 比 較 し た 。サ ン プ ル は 歩 行 終 了 前 の 左 右 各 3 歩 を 用

い た 。重 心 の 片 足 ・両 足 加 重 時 間 （比 ） と 偏 差 、踵 と 十踏 ま ず に お け る 圧 力 差 、重 心 軌 跡 等 に つ い て

検 討 し た 。 1 歩 に お け る 両 足 加 重 時 問 （比 ％ ） で は R 群 が 高 く　（．Ol8sec、 17．2％ ）、逆 に 片 足 加 重 時 間

比 で は C 群 が 高 か っ た （85．3％ ）。ま た 1 歩 毎 の 偏 差 も R 群 が 片足 、両 足 と もば ら つ き が 大 き か っ た 。

踵 の 圧 力 は 体 重 比 で は R 群 が 小 さ か っ た 。今 回 の 対 象者 が 各 群 3 名 と 少 例 の た め ど の 検 討 項 目 に お

い て も両 群 に 有 意差 は 認 め ら れ な か っ た e
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　 　 　 　 　 　 小
・

中学 校 に 通 う肢 体不 自由 児 の 体 育 授 業 に お け る 現 状 と 教 育 的 ニ
ーズ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 松浦 孝 明 （筑 波 大 学 附 属 桐 が 丘 養 護 学 校 ）

　 障害 児 の 教 育 が 特 別 支 援 教 育 と し て 転 換 が 図 ら れ る 中 で 本 校 の 教 育 相 談
・
教 育 支援 事 例 に 体 育授 業

に 関す る も の も集 積 し っ っ あ る 。 し か し、障 害 へ の 配 慮 が 十 分 に 行 わ れ て い る 事 例 は 少 な い 。本 研 究

で は 、小 ・
中 学 校 に 通 う肢 体 不 自 由 児 と そ の 保護 者 を 対 象 に 実 施 し た ア ン ケ ー ト調 査 か ら 、体 育授 業

の 現 状 と 課 題 、併 せ て 体 育 授 業 に 対 す る 教 育 的 ニ
ーズ に つ い て 整 理 し た 。そ の 結 果 、障 害 の 部 位 や 程

度 に 関 わ ら ず 授 業 参 加 が 十 分 に 保 障 さ れ ず 、授 業 に 介助 者 を 求 め ら れ る 、別 課題 、見学 、教 室 で の 自

習 な ど の 制 約 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ た 。ま た 、教 育 的 ニ
ーズ と し て 他 の 児 童 隼 徒 と

一
緒 に 授 業 参

加 す る こ と と 障 害 特 性 に 応 じ た 配 慮 を 希 望 し て い た 。ま た 、障害 者 ス ポ ー
ツ の 専 門 的知 識 を有 す る 教

師 や 指 導 者 の 配 置 を期 待 し て お り 、肢 体 不 自 由 児 と そ の 保 護 者 が 小 ・中 学 校 の 体 育 授 業 に Adapted

Physi。al　Activityの 視 点 を 取 り 入 れ た 展 開 を 求 め て い る こ と が 示唆 され た 。
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　　　　 　　　　　　 　　 視 覚 障害 学 生 の BMI と そ の 経年 変 化 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 天 野和 彦 （筑 波 技 術 大 学 ）、香 田 泰 子 （筑 波 技 術 大 学 ）

　 本学 は 、視 覚 ま た は 聴 覚 に 障 害 の あ る 学 生 が 学 ぶ 、わ が 国 で 唯
一

の 高 等 教 育 機 関 で あ る 。 こ こ で は

学 生 の ほ と ん ど が 自 宅 外通 学 で あ る 。充実 し た 学 生 生活 の た め に は 、健 康 の 維 持 増進 が 基 盤 で あ り、
健 康 の 維 持 増 進 に つ い て は 、食 生 活 と 運 動 が 大 き く 関 与 し て い る 。健 康 と 運 動 や 食 生 活 と の 関 わ り に

つ い て は 、「健 康 日 本 21 」 に お い て 「身 体 活 動 ・運 動 に は 、生 活 習 慣 病 の 発 生 を 予 防す る 効 果 が あ り 、
健 康 づ く り の 重 要 な 要 素 で あ る 」 こ と 、「栄養 ・食 生 活 は 、多 く の 生 活 習 慣 病 と の 関 連 が 深 く 、ま た 、
生 活 の 質 と の 関 連 も 深 い 」 こ と が 示 さ れ て い る 。今 回 、視 覚 障 害 学 生 を 対 象 と し、 目 常 の 身 休 活 動 お

よ び 栄 養 ・食 生 活 と 生 活 習 慣 病 の リ ス ク フ ァ ク タ ー
で あ る 肥満 と の 関連 を 検 討 す る 基礎 資料 を 得 る た

め に 、在 学 中 の BMI と そ の 経 年 変 化 に つ い て 調 査 を 行 い 、若 干 の 知 見 を得 た の で 報 告 す る 。
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